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訃
　　　
報
　
平成二十五年二月十九日
 企画情報部アソシエイトフェロー
　
鳥光美佳子
　逝去。
異
　　　
動（平成二十五年四月一日付を含む）
　
平成二十五年四月一日付で福永八朗は企画情報部アソシエイトフェローに採用さ
れた。オープンレクチャー　
第四十六回目オープンレクチャーは、 「モノ／イメージとの対話」を研究所セミ
ナー室において左記の通り開催した。　
十月十九日（金）午後一時半～四時半
　　
徳川霊廟を描いた画家たち
 
山梨絵美子
　　
上野モダンから近代文化体験へ︱陳澄波が出会った近代日本︱
 
国立台湾師範大学准教授
　
白
　
適
　
銘
　
十月二十日（土）午後一時半～四時半
　　
連想が結ぶ美術史の点と線︱アーカイブスから見えるもの︱
 
国際日本文化研究センター准教授
　
丸
 川
 雄
 三
　　
一九一二年一〇月二〇日・上野・美術
 
田中
　　
淳
黒田清輝共催展　
昭和五十二年以来、毎年開催してきた黒田清輝共催展 近代日本洋画の巨匠
 黒
田清輝展）を四月十四日（土）から五月二十七日（日）まで、富山県立近代美術館で開催した。研
　
究
　
会
四月十日
　　　　
二十世紀初期に於ける日中美術交流史の断面
　　　　　　　　　
︱内藤湖南を中心に︱
 
日本国際交流基金ビジティング・スカラー
　
前田
　　
環
五月二十九日
　　
国宝文化財建造物の地震対策と課題
　　　　　　　　　
︱地震動予測地図との連携の可能性︱
 
二
 神
 葉
 子
六月二十六日
　　
「国民的画家」の表出
　　　　
︱アジア・太平洋戦争期と戦後の「山下清ブーム」︱
 
カンザス大学（来訪研究員）
　
金子
　　
牧
七月十七日
　　　
近代の日本人による高句麗古墳壁画の調査と模写、そして活用
 
全州大学校
　
キム
　
ヨンチョル
九月二十五日
　　
宮内庁三の丸尚蔵館所蔵春日権現験記絵共同調査の中間報告
 
宮内庁三の丸尚蔵館
　
太田
　　
彩
 
小
 林
 達
 朗
 
城
 野
 誠
 治
十一月十五日
　　
吉川霊華筆《離騒》の主題と典拠に関する一考察
 
成城大学
　
田中
　　
伝
　　　　　　　　
石山寺縁起絵巻の絵師再考
 
成城大学（客員研究員）
　
相
 澤
 正
 彦
十二月二十五日
　『萬朝報』投稿漫画欄「端書ポンチ」 （一九〇七︱一九二四）
 
国立情報学研究所
　
吉
 崎
 真
 弓
　　　　　　　　
マンガを学生にどう伝えるか
 和光大学（客員研究員）
　
三上
　　
豊
一月二十九日
　　
研究資料
　
滋賀・十輪院
　
木造地蔵菩薩立像
 
津
 田
 徹
 英
　　　　
快慶・行快の造った耳と長浜市浄信寺像について
 
大津市歴史博物館
　
寺
 島
 典
 人
二月二十六日
　　
靉光《眼のある風景》をめぐって
 
 
東京国立近代美術館
　
大
 谷
 省
 吾
三月十九日
　　　
ギメ本
　大政威徳天縁起絵巻について
 
綿田
　　
稔
　　　　　　　　
近世初期における鷹狩図の流行
　　
︱「野行幸」と『鷹書』︱
 
奈良文化財研究所
　
水
 野
 裕
 史
八八
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八九
『横山大観《山路》美術研究作品資料第六冊』刊行に向けての研究協議会　
八月三日午後一時半～五時半
 
塩谷
　　
純
 
国宝修理装潢師連盟
　
竹
 上
 幸
 宏
 
東京藝術大学
　
荒井
　　
経
 
東京藝術大学
　
平
　
諭一郎
 
東京国立博物館
　
小
 川
 絢
 子
 
永青文庫
　
三
 宅
 秀
 和
 
熊本県立美術館
　
林
 田
 龍
 太
 
横山大観記念館
　
佐
 藤
 志
 乃
 
練馬区立美術館
　
野地耕一郎
研究交流促進のための研究会　
四月五日午後二時～午後三時四十分
　　
エミール・ギメ
　
ウルトラマリンからギメ美術館へ
 
ギメ美術館理事
　
ユベール・ギメ
 
逐次通訳
　
ギメ美術館館長付顧問
　
尾本圭子
国際シンポジウムに向けての研究協議会　
第一回～第九回（五月三十一日、六月五日、六月二十日、七月二五日、九月十八
　
日、十 月十六日、十二 二 五 二 十五日、三月二十九日）
　　
テーマと内容についての協議
刊
　
行
　
物
『横山大観《山路》美術研究作品資料
　第六冊』
 
平成二十五年三月
『日本美術年鑑
　
平成二十三年度版』
 
平成二十五年三月
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